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深
瀬
行
雄
さ
ん（
西
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協
議
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回
乳
質
改
善
大
賞
授
賞
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北
海
道
乳
質
改
善
協
議
会
で
は
、

設
立
五
十
周
年
を
迎
え
、
優
れ
た
生

産
技
術
で
良
質
な
生
乳
を
継
続
的
に

生
産
さ
れ
、
経
営
的
に
も
優
秀
か
つ

模
範
的
な
酪
農
家
に
そ
の
栄
誉
を
讃

え
る
べ
く
、
二
月
十
六
日
北
海
道
厚

生
年
金
会
館
に
て
第
一
回
乳
質
改
善

大
賞
授
賞
式
を
開
い
た
。

記
念
す
べ
き
第
一
回
の
乳
質
改
善

大
賞
に
は
全
道
か
ら
二
十
二
名
の
酪

農
家
が
選
ば
れ
、
そ
の
な
か
で
も
よ

り
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
当
農
協
の

深
瀬
行
雄
さ
ん
（
西
竹
）
を
含
む
六

名
に
最
優
秀
賞
が
贈
ら
れ
た
。

深
瀬
さ
ん
は
、
消
費
者
に
安
全
で

安
心
な
生
乳
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
生
産
環
境
づ
く
り
や
品
質

の
両
面
で
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

良
質
乳
出
荷
で
全
道
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

を
誇
る
計
根
別
農
協
の
な
か
で
も
、

そ
の
実
績
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

授
賞
式
で
は
、
深
瀬
さ
ん
自
ら
が

「
き
れ
い
で
、美
味
し
い
牛
乳
を
搾
っ

て
い
ま
す
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
記

念
講
演
を
行
い
、
乳
質
や
景
観
づ
く

り
に
取
り
組
む
事
例
が
発
表
さ
れ
た
。

最
後
は
、
乳
質
改
善
大
賞
受
賞
者

二
十
二
名
を
代
表
し
て
深
瀬
さ
ん
か

ら
「
よ
り
良
い
生
乳
生
産
で
、
今
以

上
に
消
費
が
増
え
る
事
を
願
い
ま

す
」
と
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
乳
質

改
善
へ
の
意
気
込
み
と
最
優
秀
賞
受

賞
に
対
す
る
喜
び
や
感
謝
の
気
持
ち

が
伝
え
ら
れ
た
。
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深
瀬
行
雄
さ
ん（
西
竹
）が

最
優
秀
賞
を
受
賞

北
海
道
乳
質
改
善
協
議
会

第
一
回
乳
質
改
善
大
賞
授
賞
式

枳穀会長から深瀬さんへ賞状の授与

深瀬さんを囲んで纐纈組合長と高橋係長

自らの取り組み事例を発表乳質改善大賞を喜び、参会者全員での祝賀会受賞を代表して深瀬さんが謝辞
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中
標
津
町
、
文
化
的
景
観
検
討
委
員

会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
景
観
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
、
地
域
で
景
観
活
動
に
関
わ
る

方
々
と
今
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
り
、

今
後
の
活
動
を
自
由
に
語
り
合
う
場
を

設
け
よ
う
と
二
月
二
十
四
日
中
標
津
町

総
合
文
化
会
館
に
て
座
談
会
を
開
い
た
。

こ
の
座
談
会
に
は
、
関
係
者
や
中
標

津
町
民
約
四
十
名
が
参
加
。
当
農
協
か

ら
は
酪
対
技
術
向
上
対
策
委
員
会
田
中

洋
希
委
員
長
（
養
老
牛
）
が
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
出
席
し
た
。

事
例
発
表
で
は
、
田
中
委
員
長
か
ら

計
根
別
地
域
で
平
成
二
年
度
よ
り
継
続

実
施
し
て
い
る
農
場
審
査
会
の
内
容
が

説
明
さ
れ
、
こ
の
取
り
組
み
が
生
産
者
自
ら
の
景
観
づ
く
り

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
農
場
内
の
衛
生
的
環
境
や
環
境
美

化
に
努
め
る
生
産
現
場
の
実
情
が
発
表
さ
れ
た
。

会
場
か
ら
は
「
現
場
の
衛

生
感
が
伝
わ
っ
た
」「
酪
農
と

景
観
を
考
え
て
活
動
さ
れ
安

心
し
た
」「
地
域
の
景
観
情
報

を
提
供
し
て
欲
し
い
」「
視
察

受
入
や
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
は
可

能
で
す
か
」
な
ど
の
質
問
も

あ
り
、
地
域
や
農
業
に
対
し

て
参
加
者
か
ら
好
感
を
持
た

れ
る
事
例
発
表
と
な
っ
た
。

計
根
別
の
景
観
づ
く
り
に

理
解
を
求
め
て

「
つ
な
が
る
景
観
・
つ
な
げ
る
景
観
」ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
座
談
会

飲
用
乳
の
消
費
低
迷
が
続
く
な
か
、
生
乳
生
産
量
は

依
然
と
し
て
増
加
傾
向
を
辿
り
、
道
内
生
乳
処
理
量

は
過
去
最
高
水
準
の
ま
ま
推
移
し
て
い
る
。
各
乳
業
で

は
、
当
日
の
処
理
不
可
能
乳
が
恒
常
的
に
発
生
し
て

お
り
、
今
後
も
全
国
的
な
飲
用
不
振
か
ら
道
外
移
出

生
乳
の
落
ち
込
み
が
見
込
ま
れ
、
道
酪
対
、
生
乳
受

託
販
売
委
員
会
で
は
「
生
乳
生
産
に
係
る
緊
急
事
態

宣
言
」
を
発
動
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
計
根
別
農
協
酪
農
対
策
協
議
会

は
、
こ
の
危
機
的
な
状
況
を
組
合
員
に
周
知
し
、
計

画
生
産
遵
守
の
徹
底
を
図
る
べ
く
、
三
月
一
日
計
根

別
公
民
館
に
て
説
明
会
を
開
い
た
。

説
明
会
に
は
、
組
合
員
約
一
四
〇
名
が
参
加
。
開
会
を

告
げ
る
纐
纈
組
合
長
は
「
今
の
牛
乳
が
処
理
で
き
な
い
。

こ
の
緊
急
事
態
に
計
根
別
農
協
で
は
早
期
乾
乳
、
乳
房
炎

治
療
を
行
い
、
三
月
で
二
・
七
％
の
生
産
抑
制
に
努
め
た

い
」
と
の
厳
し
い
現
状
が
話
さ
れ
た
。
ま

た
、
事
務
局
か
ら
は
現
在
の
生
乳
生
産
状

況
と
生
乳
処
理
状
況
が
報
告
さ
れ
、
緊
急

的
生
産
抑
制
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
理
解

を
求
め
る
説
明
が
な
さ
れ
た
。

質
疑
に
移
る
と
参
加
者
か
ら
「
生
産

抑
制
に
対
す
る
確
認
行
為
を
す
る
の

か
」「
前
年
比
で
減
産
数
量
の
基
準
は

決
め
ら
れ
な
い
。
集
荷
回
数
の
違
い
も

発
生
す
る
」「
超
過
Ｊ
Ａ
取
組
数
量
と

全
Ｊ
Ａ
取
組
数
量
の
決
定
に
至
る
経
過

を
説
明
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
生
産
者
に
は
一
ヶ
月
早
い
生

産
調
整
の
発
動
に
動
揺
と
不
安
を
隠
し

切
れ
ず
、
険
し
い
表
情
が
続
く
説
明
会

と
な
っ
た
。

危機迫る 危機迫る 
緊急事態宣言の発動 

生乳生産緊急抑制対策生産者説明会 

予期せぬ生産抑制に不安を抱える生産者2％の生産抑制を求める纐纈組合長生産者として厳しい視点で臨む説明会

景観づくりに対する取り組みを学ぶ参加者

大型スクリーンで
農場審査会の事例紹介

パネラーとして、意見を述べる
田中委員長
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全道のフレッシュミズが札幌に集結
～第10回ＪＡフレッシュミズ全道交流会集会～

一
月
三
十
〜
三
十
一
日
、
札
幌
市
全
日
空

ホ
テ
ル
に
て
「
第
十
回
Ｊ
Ａ
女
性
部
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
全
道
交
流
集
会
」
が
開
か
れ
、
当

Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
長
後

藤
め
ぐ
み
さ
ん
が
参
加
し
た
。

集
会
初
日
は
『
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
主
張

北
海
道
予
選
』
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
Ｊ
Ａ

西
春
別
ハ
ピ
ネ
ス
部
会
の
日
向
聡
美
さ
ん
が

そ
の
内
容
を
発
表
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
長
で
あ
り
、
全
国
女

性
協
議
会
理
事
で
あ
る
山
下
由
美
さ
ん
の
講
演
と
な
り
、
自
分
達
で

立
ち
上
げ
た
工
房
、
今
の
女
性
部
の
現
状
や
Ｊ
Ａ
の
問
題
点
等
が
話

さ
れ
た
。

講
演
後
は
、
酪
農
、
稲
作
、
畑
作
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
て
の
分
散
会
。

参
加
者
が
女
性
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た
事
、
や
っ
て
み
た
い
事
、
家

族
、
共
生
な
ど
の
テ
ー
マ
で
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

集
会
終
了
後
は
、
懇
親
会
が
開
か
れ
多
く
の
部
員
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
事
が
で
き
た
。

二
日
目
は
、
家
の
光
協
会

北
海
道
東
北
普
及
文
化
局
局

長
大
竹
裕
之
氏
に
よ
る
フ
レ

ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
活
動
、地
域
・

上
と
の
共
生
に
つ
い
て
の
講

演
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
前
日
に
行
わ
れ

た
分
散
会
の
報
告
会
と
な
り
、

こ
の
場
で
も
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
る
有
意
義
な
研
修

会
と
な
っ
た
。

其の1　旅行積立（期間／2年以上5年未満）
ご家族の心に残る記念旅行などにはいかがでしょうか？

其の2　マイカー積立（期間／1年以上3年未満）
ニューマイカー頭金プラン（購入用）、マイカードックプラン（車検用）と
２つのプランをご用意いたしました。
　計画的に毎月ためてみては？

其の3　進学積立（期間／2年以上5年未満）
進学に向けて学費など、かかる大きな費用！！
月々わずかでも積立てすることができれば大きな余裕ができますよね！

　　　　　　　　  標準金利　　　  設定金利

3年未満　　　　　0.03％　⇒　0.06％
3年以上5年未満　0.05％　⇒　0.08％
5年　　　　　　　0.05％　⇒　0.10％　

※中途解約については中途解約利率とします。

優遇金利に
ついて

JAけねべつ  金融課
吉川・成戸

TEL 0153-78-2111

詳しい商品内容、お問い合わせはこちらまで!!
どんな些細な事でもお気軽にご相談ください!!

心よりお待ち申し上げております。

積極的に意見が交わされた分散会

分散会報告と代表者によるパネルディスカッション
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女
性
部
で
は
、
牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ

た
料
理
を
学
び
、
消
費
拡
大
に
努
め
よ
う

と
二
月
二
十
二
日
中
標
津
町
交
流
セ
ン
タ

ー
に
て
料
理
講
習
会
を
開
い
た
。

講
習
会
に
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
青
葉
会

か
ら
二
十
名
の
部
員
が
出
席
。
ジ
ョ
イ
ラ

イ
フ
、
ホ
ク
レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
、
農
協

Ａ
コ
ー
プ
か
ら
講
師
を
招
き
、
様
々
な
食

材
が
取
り
揃
え
ら
れ
て
の
料
理
講
習
会
と

な
っ
た
。

調
理
の
時
間
を
迎
え
る
と
Ａ
コ
ー
プ
の

片
野
さ
ん
か
ら
秋
鮭
の
扱
い
方
を
学
び
、

参
加
者
全
員
で
切
身
に
し
た
秋
鮭
の〝
石

狩
ミ
ル
ク
鍋
〞、チ
ー
ズ
を
使
っ
た
〝
生
春

巻
〞
や
〝
サ
ラ
ダ
〞
な
ど
の
準
備
が
進
め

ら
れ
た
。

そ
の
後
は
、
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
囲

ん
で
の
試
食
会
。
部
員
で
調
理
し
た
も
の

以
外
に
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
で
用
意
し
た
食
材

（
焼
き
鳥
、
ピ
ラ
フ
、
煮
物
、
ケ
ー
キ
）、

ホ
ク
レ
ン
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
の
道
産
米
試
食

Ｐ
Ｒ
も
な
さ
れ
、
と
て
も
豪
華
な
試
食
会

に
参
加
者
か
ら
も
大
好
評
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
こ
の
講
習
会
を
キ
ッ
カ
ケ
と

し
て
道
産
米
や
牛
乳
・
乳
製
品
料
理
が
少

し
で
も
多
く
皆
様
の
食
卓
に
普
及
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

牛乳・乳製品料理で消費拡大を
～ＪＡ計根別女性部料理講習会～

Aコープ片野さんによる秋鮭調理の実演

ホクレン吉田課長によるジョイライフPR

もう少しで試食の時間。我慢、我慢

試食会ではジョイライフのパンフレットを片手に会話も弾みました パールライス四辻さんの道産米PR

魚の包丁さばきに不安？な視線を送る参加者
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地
区
青
協
で
は
、
本
年
度
も
府
県
に
お
け
る

酪
農
の
先
進
地
事
例
を
視
察
し
、
農
水
省
や
全

中
と
の
意
見
交
換
会
に
よ
り
近
年
の
酪
農
情
勢

を
学
び
、
生
産
現
場
に
お
け
る
現
状
を
伝
え
よ

う
と
二
月
一
〜
三
日
に
幹
部
研
修
会
を
開
い

た
。研

修
会
に
は
各
Ｊ
Ａ
青
年
部
か
ら
部
員
二
十

名
が
参
加
。
当
青
年
部
か
ら
久
保
拡
伸
く
ん

（
上
標
津
）
が
参
加
し
た
。

研
修
会
は
、
静
岡
県
に
あ
る
富
士
開
拓
農
協

を
視
察
。
こ
こ
で
の
地
域
概
況
は
、
酪
農
家
戸

数
六
十
四
戸
（
内
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
・
パ
ー
ラ

ー
二
十
三
戸
）。
草
地
面
積
は
約
一
、
〇
〇
〇

ha
（
内
採
草
地
七
五
〇
ha
）。
生
乳
生
産
量
は

年
間
で
約
三
〇
、
〇
〇
〇
ｔ
、
成
牛
飼
養
頭
数

四
、
一
五
四
頭
と
な
っ
て
い
た
。
糞
尿
処
理
に

関
し
て
は
、
管
内
五
ヶ
所
に
堆
肥
生
産
組
合
が

設
置
さ
れ
、
近
代
的
な
施
設
で
堆
肥
を
生
産
し

管
外
へ
流
通
し
て
い
た
。

こ
の
地
域
の
特
徴
は
、
生
産
生
乳
の
大
半
が

飲
用
乳
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
牛
乳
の
消
費
率
が
生
産
を
上
回
り
、
十
八

年
度
に
つ
い
て
も
生
産
調
整
は
実
施
し
な
い
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
近
年
は
消
費
者
の
食

に
対
す
る
安
心
・
安
全
志
向
も
高
ま
り
「
放
牧

牛
乳
」
と
銘
打
っ
た
商
品
開
発
が
な
さ
れ
、
放

牧
主
体
の
経
営
形
態
に
復
活
の
兆
し
が
見
え
て

き
た
。

そ
の
後
、
農
林
水
産
省
を
訪
問
し
、
最
近
の

酪
農
情
勢
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
と
な
っ

た
。
参
加
者
は
こ
の
日
の
た
め
に
事
前
学
習
会

を
行
い
、今
後
の
施
策
・
政
策
を
熱
心
に
学
び
、

農
水
省
他
と
の
意
見
交
換
会
に
臨
ん
だ
。

意
見
交
換
会
で
は
、
生
乳
の
需
給
動
向
他
の

説
明
を
受
け
、
新
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
次
期

生
乳
安
定
生
産
対
策
や
酪
農
飼
料
基
盤
拡
大
事

業
に
話
題
が
集
中
し
た
。
特
に
、
補
助
金
交
付

に
あ
た
り
、
そ
の
事
業
要
件
を
満
た
す
内
容
に

つ
い
て
の
質
疑
が
多
く
、
生
産
者
と
し
て
の
切

実
な
思
い
が
伝
え
ら
れ
た
。

6

農水省に生産者としての
切実な思いを伝えて…
根室地区青年部連絡協議会幹部研修会

上標津支部　久 保 拡 伸

富士 開拓農協では参事が応対

地域組合員３戸が共同で建設している
フリーストール

牛舎建設現場を視察する参加者

店頭に並んだ独自のブランド牛乳

開拓農協の直売店前で記念撮影 農水省との意見交換に臨む参加者 少し緊張した表情の久保拡伸くん（左）



地域農業の抱える課題を学び、新たな仲間と交流を深めて 地域農業の抱える課題を学び、新たな仲間と交流を深めて 
地域農業・組合員リーダー育成研修会 

計
根
別
農
協
で
は
、
地
域
農
業

と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
組
織
の
活
性
化

が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
組
織
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
二
月
八
〜
十
日

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ
に
て
開
催
さ
れ
る

研
修
会
へ
青
年
部
員
二
名
の
参
加

を
要
請
し
た
。

青
年
部
と
し
て
も
組
織
的
に
地

域
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
は
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
岡
崎
知
暢
く
ん
（
大
成
）
と

株
田
悠
介
く
ん
（
養
老
牛
）
二
名

の
参
加
を
決
め
た
。

研
修
会
初
日
は
、
Ｊ
Ａ
運
動
、

北
海
道
農
業
の
課
題
と
リ
ー
ダ
ー

に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
た
。
二

日
目
は
、
農
畜
産
物
の
付
加
価
値

や
地
域
農
業
振
興
な
ど
充
実
し
た

内
容
で
の
研
修
会
と
な
っ
た
。
最

終
日
に
は
、
相
互
討
議
の
時
間
を

設
け
、
受
講
生
三
十
二
名
を
六
グ

ル
ー
プ
に
分
け
て
の
討
議
・
発
表

が
行
わ
れ
①
目
的
の
明
確
化
②
み

ん
な
の
意
見
を
聞
く
③
意
見
を
総

合
し
て
動
く
④
全
員
で
動
き
、
喜

び
を
得
る
な
ど
の
意
見
集
約
が
な

さ
れ
グ
ル
ー
プ
発
表
を
終
え
た
。

最
後
に
、
研
修
会
に
参
加
し
た

二
名
の
部
員
は
、
農
協
事
業
や
地

域
農
業
に
求
め
ら
れ
る
も
の
な
ど

農
業
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
を

学
び
、
さ
ら
に
は
、
道
内
の
各
Ｊ

Ａ
か
ら
参
加
し
た
受
講
生
と
の
親

睦
も
深
ま
る
有
意
義
な
研
修
会
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

青
年
部
で
は
、
乳
牛
の
疾
病
に
対
す
る
知
識

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
成
・
本
別

支
部
の
担
当
に
よ
り
二
月
十
三
日
ふ
ぁ
ー
ま
っ

く
会
議
室
に
て
共
済
組
合
と
の
勉
強
会
を
開
い

た
。勉

強
会
に
は
、
部
員
三
十
六
名
が
出
席
。
共

済
組
合
佐
久
間
獣
医
師
を
講
師
と
し
て
招
き

「
乳
牛
の
疾
病
予
防
と
早
期
発
見
」
と
題
し
て
、

疾
病
に
対
す
る
基
礎
知
識
を
学
び
、
そ
の
症
状

に
合
わ
せ
た
対
応
策
が
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
当
日
は
佐
久
間
獣
医
師
の
他
に
四
名

の
獣
医
師
が
同
席
。
各
獣
医
師
か
ら
「
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
期
の
食
い
込
み
が
疾
病
に
大
き
く
関

与
し
て
い
る
」「
牛
の
立
場
に
な
っ
て
、
チ
ョ

ッ
ト
し
た
飼
養
改
善
で
疾
病
を
減
ら
そ
う
」
と

診
療
現
場
を
踏
ま
え
た
獣
医
師
か
ら
の
指
導
を

受
け
た
。

そ
の
後
、
五
名
の
獣
医
師
を
囲
ん
で
の
親
睦

会
と
な
り
、
雑
談
を
交
え
な
が
ら
乳
牛
の
疾
病

や
診
療
現
場
で
の
裏
話
し
な
ど
で
会
話
も
弾
む

有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。

牛
の
立
場
立
場
に
な
り
、 

チ
ョ
ッ
ト
し
た 

飼
養
改
善

飼
養
改
善
で 

疾
病
疾
病
の
抑
制
を
…

抑
制
を
… 

牛
の
立
場
に
な
り
、 

チ
ョ
ッ
ト
し
た 

飼
養
改
善
で 

疾
病
の
抑
制
を
… 共済組合

との 

勉強会 

会場狭しと部員36名が参加した勉強会 講師を務めた佐久間獣医師 真剣に講義を受ける参加部員

JAカレッジ前で株田くん（左）と
岡崎くん（右）

7
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　今月の逸品館は、子供たちの間で大
人気の“たまごっち”の紹介です。 
　たまごっちは、平成になって衝撃的
なデビューを飾り、大人から子供まで
年齢を問わず幅広い人気を集めた商品
です。このたまごっちも時代の流れと
ともに進化を続け、自分の知る限りで
は少なくとも５～６回のモデルチェン
ジがなされています。今では通信機能
まで搭載され、小学生の大半がたまご
っちを首からぶら下げ、友達と一緒に
遊ぶ姿をよく見かけるようになりまし
た。 
　そこで、先月ある組合員宅で“たま
ごっちコレクター”がいるとの情報を
入手。自慢のたまごっちの撮影に協力
して頂きました。オーナーは「子供た
ちが学校のときは、お世話を任される
んですよ。たまごっちにピーピー呼び
出されてもう大変Z」と話していまし
た。　　　 
　今後も根強い人気が予想される“た
まごっち”。子供たちとともに元気に
育ってくれることを期待します。 
 

佐藤 広光（養老牛支部） 
S39.７.11生  41歳 

Ｑ１．あなたの趣味は？ 
Ａ１．釣れない魚釣り 
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？ 
Ａ２．牛舎掃除!! 
Ｑ３．好みの女性は？ 
Ａ３．優しい人 
Ｑ４．将来の目標は？ 
Ａ４．ゆとりある酪農経営 
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？ 
Ａ５．家族で海外旅行に行きたい。２年に１回？ 
Ｑ６．友達を紹介してください 
Ａ６．影山健一くんです。 
Ｑ７．なぜ影山くんを選んだのですか？ 
Ａ７．これからも活躍が期待されるから… 
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青
年
部
と
農
協
購
買
事
業
部
で
は
、
部

員
（
若
年
層
）
に
肥
料
の
基
礎
知
識
を
学

ん
で
も
ら
お
う
と
二
月
二
十
三
日
ホ
ク
レ

ン
釧
路
肥
料
工
場
に
て
肥
料
学
習
会
（
初

級
編
）
を
開
い
た
。

講
習
会
に
は
、
肥
料
工
場
に
興
味
を
持

つ
部
員
十
二
名
が
参
加
。
ホ
ク
レ
ン
担
当

者
に
よ
り
肥
料
製
造
工
程
の
説
明
を
受

け
、
工
場
内
を
視
察
し
た
。
施
設
内
で
は
、

原
料
の
受
入
か
ら
肥
料
が
バ
ッ
グ
に
詰
め

ら
れ
る
ま
で
の
一
連
作
業
を
見
学
。
肥
料

の
袋
詰
め
以
外
は
全
て
機
械
化
が
進
み
、

近
代
的
な
設
備
で
効
率
よ
く
製
品
が
製
造

さ
れ
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
の
も
と
原
料

や
製
品
が
道
東
方
面
に
出
荷
さ
れ
て
い
た
。

工
場
を
視
察
し
た
部
員
は
「
こ
れ
だ
け

大
き
な
施
設
を
十
五
〜
十
六
人
の
従
業
員

で
動
か
し
、
施
設
も
綺
麗
に
管
理
さ
れ
て

い
た
の
に
は
驚
き
で
し
た
」
と
工
場
視
察

の
感
想
が
話
さ
れ
、
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

化
に
よ
り
コ
ス
ト
低
減
と
作
業
効
率
を
高

め
る
企
業
の
実
態
を
知
る
貴
重
な
研
修
会

と
な
っ
た
。

白黒通信 
計根別乳牛改良連合会 

計
根
別
乳

牛
改
良
連
合

会
で
は
、
近

親
交
配
を
避

け
る
た
め
の

対
策
を
学
ぼ

う
と
二
月
六

日
ふ
ぁ
ー
ま

っ
く
会
議
室

に
て
講
習
会

を
開
い
た
。

講
習
会
に

は
、
乳
改
連

会
員
十
四
名

が
参
加
。
酪

農
課
金
野
係
長
を
講
師
と
し
て
招
き
、
近
親

交
配
の
功
罪
や
係
数
を
学
び
、
そ
の
対
策
と

し
て
登
録
の
推
進
や
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
な

ど
が
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
昨
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
全
国

共
進
会
の
視
察
報
告
会
と
な
り
、
会
場
で
収

録
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
、
全
国
か
ら

選
抜
さ
れ
た
乳
牛
に
参
加
者
の
視
線
は
釘
付

け
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
視
察
に
参
加
し
た
岡
崎
知
暢
く

ん
（
大
成
）、
苅
田
憲
幸
く
ん
（
大
成
）
の
両

名
か
ら
「
全
共
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
感

動
し
ま
し
た
。
自
分
の
牛
群
も
全
国
レ
ベ
ル

に
少
し
で
も
近
づ
け
た
い
」
と
視
察
の
感
想

が
話
さ
れ
報
告
会
を
終
え
た
。

近親交配を避け、
優良な牛群づくりを目指す

唯一手作業となる袋詰め作業の見学 広い工場内はヘルメット着用での見学 肥料工場の概要説明を聞く参加者

近親交配回避を呼びかける金野係長 近親交配に対する知識を高めた参加者

全共のDVDを鑑賞中Z全国からの出品牛に熱い視線



え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で
は
、
乳
牛
の
ボ
デ

ィ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
ス
コ
ア
を
学
び
、
泌

乳
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
適
正
な
飼
養
管
理
に
努

め
よ
う
と
一
月
三
十
一
日
小
西
牧
場
（
大

成
）、
農
協
和
室
に
て
飼
養
管
理
学
習
会
を

開
い
た
。

学
習
会
に
は
、
メ
ン
バ
ー
五
名
と
Ｊ
Ａ
中

標
津
か
ら
竹
村
さ
ん
（
女
性
後
継
者
）
が
参

加
。
講
師
に
は
ホ
ク
レ
ン
中
標
津
支
所
の
金

内
氏
、
宮
脇
氏
を
招
き
Ｂ
Ｃ
Ｓ
を
メ
イ
ン
と

し
た
乳
牛
の
飼
養
管
理
技
術
の
講
義
を
受
け

た
。
Ｂ
Ｃ
Ｓ
の
見
方
や
ス
コ
ア
リ
ン
グ
に
つ

い
て
は
小
西
牧
場
の
協
力
を
得
て
、
牛
舎
内

で
実
際
に
乳
牛
に
触
れ
、
ス
コ
ア
リ
ン
グ
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
農
協
和
室

に
会
場
を
移
し
、
泌
乳
期
や
乾
乳
期
に
分
け

た
牛
群
管
理
や
栄
養
面
で
の
指
導
を
受
け
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
Ｂ
Ｃ
Ｓ
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
飼
料
給
与
方
法
は
？
」「
カ
ウ
ト
レ
ー

ナ
ー
の
効
果
と
は
？
」「
分
娩
後
に
疾
病
が
多

い
理
由
は
？
」
な
ど
の
質
疑
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
講
師
の
二
人
は
二
月
十
日
つ
け

で
転
勤
と
な
り
、
計
根
別
農
協
管
内
で
は
最

後
の
講
習
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。今
後
は
、

少
し
寂
し
く
な
り
ま
す
が
、
転
勤
先
で
も
二

人
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
金
内
さ

ん
、
宮
脇
さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

10

Ｂ
Ｃ
Ｓ
を
学
び
、

飼
養
管
理
技
術
の
向
上
を
…

自
ら
の
牛
乳
で
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
づ
く
り

え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で
は
、
自
ら
で
搾
っ
た
牛
乳
を
使
っ
て
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
づ
く

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
二
月
二
十
二
日
中
標
津
町
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
チ
ー
ズ

研
修
会
を
開
い
た
。

当
日
は
、
メ
ン
バ
ー
の
四
名
が
一
〇
〇
㎏
の
牛
乳
を
持
ち
込
み
、
約
四
時
間
の
作
業
工

程
に
よ
り
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。
作
業
も
大
詰
め
を
迎
え
た
頃
、

熱
湯
に
漬
け
ら
れ
た
チ
ー
ズ
を
調
理
し
、
軽
い
火
傷
を
負
う
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ

り
ま
し
た
が
、
自
分
の
牛
乳
が
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
に
な
っ
て
い
く
過
程
と
自
ら
の
手
で

つ
く
る
楽
し
み
を
学
ん
だ
研
修
会
と
な
っ
た
。

最
後
は
、
美
味
し
く
出
来
上
が
っ
た
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー
ズ
に
メ
ン
バ
ー
も
大
満
足
。
そ

れ
ぞ
れ
の
自
宅
で
チ
ー
ズ
を
囲
ん
で
、
研
修
談
話
と
チ
ー
ズ
の
試
食
で
楽
し
い
晩
餐
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。

チーズよりも熱湯との戦いとなりました 慣れた？包丁さばきで作業も順調

研修センター河口氏の指導によりストリングチーズづくりにチャレンジ

講師：宮脇氏（左）と金内氏（右） 小西牧場でBCSを学ぶメンバー 事務所ではBCSの再確認と
飼養管理を学んで
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二
月
十
日
、
計
根
別
農
業
協
同
組

合
に
計
根
別
小
学
校
４
年
生
の
子
供

た
ち
が
企
業
訪
問
に
訪
れ
た
。

こ
の
企
業
訪
問
も
例
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
地
元
企
業
で
あ
る
農
協

が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
す
る
の
か
？

子
供
た
ち
に
は
と
て
も
興
味
深
い
も

の
が
あ
る
よ
う
で
す
。
事
業
内
容
の

説
明
に
移
る
と
複
数
の
職
員
が
事
業

毎
に
判
り
や
す
い
説
明
で
親
切
、
丁

寧
に
対
応
し
た
。

そ
の
後
は
、農
協
事
務
所
内
、ふ
ぁ

ー
ま
っ
く
、
消
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

見
学
。
売
り
場
に
陳
列
さ
れ
た
購
買

品
や
子
牛
の
飼
育
さ
れ
た
牛
舎
な
ど

を
見
て
、
農
協
の
仕
事
を
少
し
で
も

理
解
し
て
く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

最
後
は
、
農
協
か
ら
牛
乳
消
費
拡

大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
グ
ッ
ズ
が
配
ら
れ
、

フ
ァ
イ
ル
ケ
ー
ス
や
シ
ー
ル
を
片
手

に
大
満
足
の
企
業
訪
問
と
な
っ
た
。

計
根
別
小
学
校
で
は
、
子
供
た
ち
に
冬
期

間
の
体
力
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
恒

例
と
な
る
ス
ケ
ー
ト
大
会
を
二
月
六
日
小
学

校
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
場
に
て
盛
大
に
開
い
た
。

当
日
の
天
候
は
晴
れ
、
寒
さ
が
厳
し
い
も

の
の
絶
好
の
ス
ケ
ー
ト
日
和
と
な
っ
た
。
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
も
一
月
上
旬
に
設
置
さ
れ
、

子
供
た
ち
の
た
め
に
教
員
や
父
兄
が
昼
夜
を

問
わ
ず
管
理
作
業
を
進
め
、
最
高
の
リ
ン
ク

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
大
会
を
迎
え
た
。

子
供
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
冬
休
み

か
ら
猛
練
習
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
勢
い
で

大
会
に
臨
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
タ
イ
ム
を

掲
げ
、
記
録
更
新
に
向
け
て
元
気
一
杯
の
滑

り
を
披
露
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
子
供
た
ち
を
応
援
す
る
父

兄
や
家
族
連

れ
が
多
く
、

さ
ら
に
は
計

根
別
幼
稚
園

の
園
児
か
ら

も
可
愛
い
声

援
が
絶
え

ず
、
ス
ケ
ー

ト
大
会
を
大

い
に
盛
り
上

げ
た
。

寒
さ
に
負
け
ず
、

元
気
一
杯
の
滑
り
を
披
露

計
根
別
小
学
校
ス
ケ
ー
ト
大
会

消流センターでは可愛い子牛たちとご対面
t牛乳消費拡大キャンペーングッズに
大喜びの子供たち

牛乳検査室では何を教えてもらいましたか？

会議室では農協事業全体のお話しを

子供たちの滑りを見守る父兄

レベルの高い競走に大人もビックリZ ス～イス～イとマイペースな2年生 ウォーミングアップ完了Z



良質乳生産地域にふさわしい
農村景観づくりを!

12

　根室管内は全道でも有数の良質乳生産地域です。生産者として最も大切な「中身」である乳質が優れて
いることは、酪農地帯として誇るべきことです。 
　しかし、消費者が抱く第一印象は外見（景観）に左右される場合が多いのです。ゴミや不要な廃材・農
業廃棄物などが農場周辺に放置されていると、その地域の酪農に対する消費者のイメージダウンは免れま
せん。牛乳という商品のイメージアップに結びつく農場の環境づくりを目指しましょう！ 

　まずは、家族みんなで話し合い、計画を立ててみましょう。 
　「どんな農場にしたいのか」という目標にむけ、労力や経
費を考慮し優先順位を決めて取り組むことが大切です。 

こんな牧場の牛乳は 
飲みたくない…。 

乳質も乳成分もいいんだ 
けどなぁ…。 

雪がとけたら、できる 
ところからやろう!

農場周辺を整理整頓して 
効率よく農作業にとりくめるような 
環境を整えれば、生産性もUP！ 

○農機具の収納 
　　→ きちんと収納し、手入れを行えば機械も長持ちします。 
○倉庫・車庫などの整理整頓 
　　→　生産資材の適正な在庫管理でロスを失くしましょう。 
○ゴミや不要な廃材の整理、農業廃棄物の適正な処理 
　　→　壊れた機械や廃材は、回収するまで一カ所にまとめて置きましょう。 
○花壇の整備 
　　→　花苗の定植にむけ、床土の準備をしましょう。 
　　　　定植一ヶ月前には掘り起こし、堆肥を入れます。 
○畜舎排水の適正な処理 

【年次別計画例】 

・花壇の造成、植樹 
・芝生の造成 
・生活道の整備及び住宅の整備 
・パドックの整備 
・牛舎内及び周辺の整備 
・農機具庫の整備 
 

１～２年 
○ 
 
 
○ 

環 境 内 容  
３～４年 
 
○ 
 
 
○ 

５～６年 
 
 
 
 
 
○ 

年 次 別 計 画  
将　　来 
 
 
○ 

生
　
活 

区
分 

生
　
産 
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交通安全情報No.7
～めざせ 安全で安心な車社会 北海道～ 

交通安全情報No.7 平成18年2月10日

中標津警察署

スリップによる交通死亡事故を防止するために 
○　本年に入り、冬型事故が多発し、昨年より２人多い12人が死亡しております。（２月10日午前10
時現在）。 
○　そのほとんどが、国道の郊外部で、ハンドル・ブレーキ操作を誤り、スリップして、正面衝突し
たものです。 

冬道ではこんな点に注意をしましょう 
対向車の接近にあわてると？ 
　不用意なハンドルやブレーキ操作により、スリップとなります。 
 
橋、高架道路、トンネル出入り口付近では？ 
　橋は上下から冷やされ、また、トンネル出入り口付近では、日陰になっていたり
解けた水がトンネル内で凍り部分的に凍結していることがあり危険
です。 
 
わだちや凹凸のある道路では？ 
　ちょっとしたハンドル操作でタイヤがわだちに取られたり、急に横
滑りやスピンをするときがあります。 
 
4WDだから安全では？ 
　スリップ事故に4WDは関係ありませんので過信は禁物です。 
 
なにはともあれスピードダウンと早めのじわっとブレーキを 

６ 時 ～ 12 時 
金 ～ 日 曜 日  
国 道  
　　　直　　線 
　　　カ ー ブ 
正 面 衝 突  
若年者（25歳未満） 
操 作 不 適  
　　　普通乗用 
　　　軽乗・貨 
　　　大型貨物 
ＡＢＳ装着車  

平成18年10人 
５ 
６ 
６ 
２ 
５ 
10 
２ 
９ 
５ 
３ 
２ 
６ 

平成17年９人 
７ 
５ 
５ 
４ 
２ 
８ 
３ 
７ 
７ 
２ 
 
５ 

郊 外  

１ 当  
車 種  

４ Ｗ Ｄ  
Ｆ Ｆ  
Ｆ Ｒ  
大型貨物 
普通貨物 
普通乗用 
そ の 他  
晴 れ  
曇 り  
雪 

積 雪  
凍 結  

平成18年10人 
７ 
２ 
１ 
３ 
２ 
４ 
１ 
４ 
４ 
２ 
１ 
９ 

平成17年９人 
４ 
４ 
１ 
１ 
５ 
２ 

（外  単独１） 
４ 
４ 
１ 
４ 
５ 

２ 当  
車 種  

天 候  

路 面  

１ 当  
駆 動  
方 式  

※単位：人 

【スリップによる死亡事故の発止状況】 
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酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
推
進
を
図

り
、
組
織
や
人
材
の
育
成
に
努
め
、

全
道
・
全
国
的
に
も
先
駆
的
な
活
動

が
高
く
評
価
さ
れ
、
有
限
会
社
フ
ァ

ム
・
エ
イ
の
臼
井
勝
也
社
長
が
昨
年

十
二
月
十
三
日（
社
）酪
農
ヘ
ル
パ
ー

全
国
協
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
。

こ
の
栄
誉
あ
る
受
賞
を
祝
し
て
、

フ
ァ
ム
・
エ
イ
を
利
用
す
る
三
Ｊ
Ａ

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
が
発
起
人

と
な
り
、
一
月
三
十
一
日
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
プ
ラ
ザ
寿
宴
に
て
祝
賀
会
を
盛

大
に
開
い
た
。

祝
賀
会
に
は
、
根
室
支
庁
や
中
標

津
町
な
ど
の
行
政
機
関
、
フ
ァ
ム
・

エ
イ
を
利
用
す
る
各
Ｊ
Ａ
、
利
用
組

合
の
関
係
者
な
ど
約
三
十
名
が
出
席

し
た
。

臼
井
社
長
の
謝
辞
で
は
「
各
農
協

の
力
添
え
が
あ
っ
て
初
め
て
出
来
た

仕
事
で
す
。
今
後
も
一
生
懸
命
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

フ
ァ
ム
･
エ
イ
は
、
平
成
元
年
設

立
以
来
、
農
休
日
の
取
得
や
ゆ
と
り

あ
る
酪
農
経
営
を
目
指
し
て
、
ヘ
ル

パ
ー
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

地
域
や
利
用
者
か
ら
も
評
価
は
高
く
、

今
後
も
フ
ァ
ム
・
エ
イ
の
更
な
る
活

躍
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
全
国
協
会
会
長
表
彰
受
賞

組
織
、人
材
育
成
に
努
め
、全
国
的
に
も
先
駆
的
な
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ

有
限
会
社
フ
ァ
ム
・
エ
イ

こ
の
季
節
に
大
人
か
ら
子
供
ま
で
が
夢
中
と
な

る
冬
の
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
〝
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
〞

の
撮
影
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
釧
路
放
送
局
が
三
月
一
日
佐
藤

恵
二
さ
ん
（
本
別
）
宅
を
訪
れ
た
。

当
日
は
、
先
日
の
雨
で
雪
も
激
減
、
畑
の
草
も

顔
を
出
す
ほ
ど
コ
ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
悪

く
、関
係
者
も
不
安
を
抱
え
て
の
取
材
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
撮
影
の
ス
タ
ン
バ
イ
を
す
る
メ
ン
バ

ー
は
悪
路
も
気
に
せ
ず
、
元
気
一
杯
の
滑
り
で
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
局
の
期
待
に
応
え
た
。
取
材
で
は
、
メ

ン
バ
ー
を
代
表
し
て
佐
藤
さ
ん
が
少
し
緊
張
し
た

口
調
で
モ
ー
ビ
ル
の
醍
醐
味
を
伝
え
、
正
し
い
運

転
技
術
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
日
の
映
像
は
、
三
月
八
日
午
後
六
時
四
十

五
分
か
ら
の
〝
タ
ン
チ
ョ
ウ
て
れ
び
〞
で
放
送
さ

れ
る
予
定
で
す
。

NHKがスノーモービルを本別地区で取材

会長表彰の受賞に臼井社長からの謝辞

祝賀会では臼井社長ご夫妻に花束の贈呈

ゼッケンの色に隠された名誉あるライセンス時には激しいバトルで競い合う場面も大空高く舞い上がる高校生ライダー

取材に応じる
佐藤恵二さん（本別）とメンバー



き
り
と
り
線 

きりとり線 

クロスワード 
パズル 

クロスワード 
パズル 

クロスワード 
パズル 

住　所 

氏　名 

ＴＥＬ 

答え 
A B C D

1

10 11 12 13

32

7 8 9

18 19

14 15 16 17

20 21 22

23 24 25

4 65

2726

D

A

B

C

クロスワードパズル

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを

さしあげます。なお、正解者多数の場合

は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内　

（販売機横）の投書箱へ。または、企画　

課までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》平成18年３月20日まで

当選者の発表は「けねべつ」４月号誌上

クロスワードパズル２月号の答え ウンダメシ 
  抽選の結果下記の方が当選いたしました。 

  すてきなプレゼントを差し上げます。企画振興係でお受け取り下さい。 
 後藤ゆきゑさん　唐崎富美子さん　小林  美咲さん 

太田  隼樹さん　加藤美智代さん 

あ
と
が
き

二
月
は
、
穏
や
か
で
温
暖
な
天
候
が
続
き
、
草
地
や
市
街
地
の
雪
も
驚
く
ほ
ど

減
り
、
こ
の
ま
ま
春
の
到
来
を
迎
え
ら
れ
れ
ば
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

さ
て
、
次
期
生
乳
安
定
生
産
対
策
も
大
詰
め
を
迎
え
、
今
後
の
対
応
が
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
先
も
大
き
な
課
題
と
な
る
の
は
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費

拡
大
に
尽
き
る
と
考
え
ま
す
。

先
月
も
広
報
誌
で
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
ミ
ル
ク

パ
ウ
ダ
ー
入
り
シ
ュ
ガ
ー
セ
ッ
ト
（
香
典
返
し
）
を
地

域
に
定
着
さ
せ
、
消
費
拡
大
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
限
り
で
す
。
青
年
部
や
農
協
も
関
係
組
織
へ
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
組
合

員
皆
様
も
主
旨
ご
理
解
の
う
え
ご
協
力
し
て
頂
き
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【タテのカギ】
２　学級

３　第一日

５　朝食を兼ねた昼食

６　すぐ近く

８　風○○火山

10 ⇔地味

12 地方の酒

13 食物の味

15 円、折れ線、棒

17 夜にする仕事

18 ミッドナイト

20 行進曲

21 山本有三の「真実○○○」

22 物事を気にかけない性格

24 春の七草のひとつ

25 旅館やホテル

【ヨコのカギ】
１　土筆と書く

４　あんまり寝てません

７　親類

９　馬とロバの雑種

11 カレーに入れる赤い野菜

14 ここからは入れません

16 劇団のリーダー

18 海が荒れること

19 中くらいの程度

20 朝食用の小型のパン

22 金の○○棒

23 抹茶をかき回す竹製の道

具

26 ビオラの次に大きいバイ

オリン型の弦楽器

27 液体

15
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〝かまくら〟
農協グラウンドに巨大な〝かまくら〟が作

られました。このかまくらは、職員や組合員、

さらには酪農研修生の協力もあり完成したと

聞いております。そもそも、かまくらとは雪

国ならではの行事であり、雪むろの中に食べ

物を持ち込み遊ぶという風習があります。休

日には焼肉などで北海道の冬を満喫できるこ

とと思います。

二
月
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
陽
気
が
続
き
、
二
度
の
雨
も
重
な
っ

て
春
も
近
し
と
思
う
今
日
で
す
。
年
末
年
始
に
積
も
っ
た
屋
根
の
雪

も
す
っ
か
り
無
く
な
り
、
今
年
は
施
設
の
雪
害
か
ら
開
放
さ
れ
ホ
ッ

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
牛
乳
の
需
給
事
情
は
非
常
事
態
に
陥
り
、
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
飲
用
向
け
消
費
は
相
変
わ
ら
ず
落

ち
込
み
、
生
乳
生
産
は
勢
い
が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
乳
業
工
場
の
処
理

能
力
も
限
界
を
超
え
、
パ
ン
ク
寸
前
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
危
機
を
打
開
す
る
為
に
、
緊
急
措
置
と
し
て
三
月
の
出
荷
乳

量
制
限
を
全
道
生
産
者
が
実
行
す
る
事
と
な
り
、
当
Ｊ
Ａ
も
三
月
の

予
想
乳
量
か
ら
二
％
程
の
減
産
を
お
願
い
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
新
年
度
四
月
以
降
も
こ
の
需
給
状
況
が
続
く
見
込
み
で
あ

り
、
次
期
対
策
と
一
緒
に
需
要
に
合
っ
た
生
産
体
制
を
早
急
に
整
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
日
も
早
い
需
要
の
回
復
に
知
恵
を
絞
り
、
努
力
し
な
が
ら
、
こ

の
緊
急
事
態
を
乗
り
切
る
為
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

一
方
、
十
八
年
度
の
補
給
金
単
価
、
限
度
数
量
、
関
連
対
策
等
が

三
月
九
日
に
も
決
定
さ
れ
る
見
通
し
で
す
が
、
次
期
生
乳
生
産
対
策

も
含
め
て
生
産
現
場
に
は
辛
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
営
姿
勢
を
見
つ
め
直
し
、
新
た
な
視
点
で
の
経
営

を
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
家
族
一
人
一
人
が
共
通
認
識
を
持

ち
、
新
た
な
酪
農
経
営
を
早
急
に
実
行
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。

平
成
十
八
年
三
月
一
日

纐
纈
　
成
喜


